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　10月はアイヌ語で「シ ニヨラプ チュプ ＝ 真の落葉の月」とも呼ばれたそうで
す（『あいぬ風俗略志』村尾元長1892）。頭に付いている「シ」はシコッのシ。「真
の・本当の・大きな」という意味だそうです。今は「千歳」と呼ばれるこの地のア
イヌ語名「シコッ」は、「（ここぞ我らが暮らす）真の低地」という事でしょう。地元
愛を感じさせる素晴らしい地名です。大事にしたいものです。

　先月に続きアイヌ民族を学ぶ授業でうか
がった千歳市立末広小学校。８月はとても暑
かったのですが、今日はかなり涼しくて教材
園の稲穂が揺れています。
　駐車場に車を停めて降りた足元の砂利の
間に、小さな花が咲いているのが目に留まり
ました。踏みつけられてもしょうがない場所に
きれいな青い花が、見渡すとあちらにもこち
らにも無数に咲いています。ツユクサです。
　「雑草」扱いされますが改めてよく観ると、
涼し気に風に揺れて夏の終わりを告げるかの
ような青が、ひっそりと、しかし元気で美し
い。朝露とともに咲き、昼前にはもう花びら
を閉じてしまいます。露草、名前もすてきです
ね。

　先日、「千歳市青葉公園・野草のつぶ
やき」という冊子が「千歳の自然保護協
会」によって発行されました。約30年間
にわたり撮影・記録されたのは元会長さ
ん（現理事）の今野善行さん。私も会員
ですので冊子はすぐに届けられました。
　これが素晴らしい冊子なのです！図鑑
ではなく「つぶやき」というタイトルの通
り、最適なタイミングで丁寧に撮られた
花々がアップで紹介され、みんな一言ず
つつぶやいているのです。
　さっそくツユクサのページを開きまし
た。ツユクサさんは「青い花が目を引き
ます。可愛いよ」と自らつぶやいていまし
た。たしかに！

　冊子にはなんと291種もの青葉公園の草花の写真が載っています。中には昔
は観られたけれど現在は確認できなくなってしまったヤブカンゾウなどの植物も
含まれています。市街地に隣接する公園に原生林の生態系が残っている貴重な
環境です。失ってはいけないという、89歳になられた今野さんからの静かなメッ
セージです。
　青葉公園の魅力と価値を、ぜひ冊子を手に取って感じて頂けたらと思います。
市立図書館はじめ各公共施設に既に備えられました。
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●プロフィール　カケスさん
中 原 直 彦　（社）日本自然保護協会の自然観察指導員。市民団体「しこつ湖自然体験クラブ＊
トゥレップ」を2003年に設立。(財)アイヌ民族文化財団・活動アドバイザー。小学校非常勤講師、
専門は環境学習。音楽活動ではブルーグラス・バンドを主宰。2009年8月より当コラムを執筆。

　航空自衛隊千歳基地（渡邉正人千歳基

地司令）が８月19、20日に行われた千歳

市民納涼盆踊り大会に参加し、「熱演賞」

を受賞。景品としてお米３袋15kgを獲

得し、そのお米を千歳市社会福祉協議会

（以下社協、井上英幸会長）に寄付を行う

ため、９月18日に社協を訪れました。

　社協に訪れた田中武二等空佐は「熱演賞としてお米をいただきました

が、自衛隊は地域のために活動していますので、お米を隊で消費するより

も市に還元できればと思い市役所に相談したところ、日頃より市民の生

活、福祉に貢献している社協さんに寄付すればよいのではないかと助言い

ただき、今回寄付いたしました」と経緯を語りました。

　井上会長は「お米の価格が高騰している中、寄付していただき誠にあり

がとうございます。お米は生活困窮者への支援などに活用させていただき

ます」と話し、「これからも共に地域と市民を支えていきましょう」と述べま

した。
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